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本表は1925(大正14)年より始まったラジオ放送の番組一覧表である。
1922年にイギリスで開始されたのを皮切りに、ラジオ放送は世界へ急速に広まっ
た。日本も1924年より新聞社が中心となって放送無線電話 (ラジオ)の公開実験を
次々と行い、やがて東京 。大阪 。名古屋の三都市で放送局が発足、東京では東京放
送局 (JOAK)が1925年3月1日から試験放送を、22日から仮放送を、そして7月
12日からラジオ本放送を行うこととなった。なお、当時の新聞・雑誌の表記を確認
すると、統一されているわけではないものの「ラヂオ」という表記が多数を占めて
いるため、これ以降は表記を「ラデオ」に統一することとする。またラデオ放送の
歴史に関しては日本放送協会編『20世紀放送史』 (日本放送協会、2001年)を参考
とした。
今回は放送の施設基盤や放送内容の方向性がある程度定まってきた本放送に着目
し、番組内容を一覧化した。こうした放送番組の内容を見ることで、当時のラデオ
放送が目指していたラヂオ受容のあり方や主な聴取者層、当時の文化的側面も読み
取ることができるのではないかと考える。
ラデオ放送番組に関して、東京 。大阪 。名古屋各放送局の詳しい番組内容や概
説は1925年6月27日創刊の「日刊ラデオ新聞」で確認することができる。「日刊ラ
デオ新聞」は現在国立国会図書館のマイクロフイルム資料で閲覧することができる
(請求記号 :YB-469)が、所蔵資料は9月21日以降となっており、それ以前の番組
内容を確認する手段は一般紙に限られている。そのため今回の一覧作成に際しては
「東京朝日新聞」復刻版を利用した。
一覧表の項目は以下の通りである。
1.日    付…………………放送日
2.ラデオドラマ……………ラヂオドラマ及びそれに類する番組に関する事項
3.講座 。講演ジャンル …¨…講座 。講演の種類
4.講座・講演名 …¨……………講座 。講演のタイトル、テーマなど
5.講座 。講演人物………………講座・講演での発表者
6.講談・落語ジャンル………講談 。落語の種類
7.講談・落語名…………………講談・落語のタイトル
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8.講談・落語人物………………講談・落語の発表者
9.演奏ジャンル… …… …演奏の種類
10.演奏 内 容…… ……演奏曲目など
11.演 奏 者…………………演奏者、グループ名
12.そ の 他… ………・以上の項目に当てはまらない内容
ラヂオ放送番組を大きく「ラヂオ ドラマ」「講座・講演」「講談・落語 (噺も
の)」「音楽演奏」「その他」の五項目に分類し、それぞれの情報を「東京朝日新
聞」の表記に従って記入した。その際、「株式市況」や「今日の献立」など放送さ
れたことが分かるものの内容に関してそれ以上の情報が全く書かれていない項目に
関しては省略した。また作成者の研究対象がラデオドラマであるため、「ラデオド
ラマ」を別個独立の項目として立てた。
なおこの一覧表は「東京朝日新聞」復刻版記載の内容に依っているため、実際に
放送された内容とズレがある場合があることをご了承いただきたい。
最後に、少し時期はずれるが本放送の時間帯として8月31日の東京朝日新聞に掲
載された「9月1日以降の本放送時間割」を参考として挙げておく。実際にはきっ
ちりとこの通りに放送された訳でもなく、日によって臨機応変に対応していたよう
である。そのため、これらの時間割はあくまでも参考程度だったようだ。
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ここでは一覧は本放送が開始した7月12日から8月31日までの約1ケ月半分を掲
載したが、今後も一覧表の作成を続け、3月の仮放送開始に始まり12月に至るまで
1925年全体の番組一覧表を作成していきたいと考えている。ラデオ放送開始期の番
組を一覧化することで、当時のラデオ放送が目指していたものや当時の社会との関
わりがいっそう可視化できるのではないだろうか。
J・0・A・K」(山田耕作作
)、「指髪外道Jなど
日本交響楽協会 童話(久留島武彦)
軍 シ ンフ ォニ ー・オ ー 童謡(うた:本居貴美子)
マ ンドリン合奏楽 オルケストラ・シンフォ
ニカ・タケイ
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7月13日
7月14日 文芸講座 空中文話 久米正雄 講談 愛宕山名誉春駒
7月15日 家庭講座
7月16日 趣味講座 田山花袋
7月17日
7月18日 文芸講座 コ劇の将来 小山内薫 落語 鮨太郎
7月19日 ラデオ劇「大尉の娘」
第一場。第二場
修養講座 永田秀次郎 落語 旅の話
7月20日 英語講座 岡倉由三郎 講談 チ賀の水月(第一席)
通俗科学講座 後藤新平子
趣味講座 魚情の話 丸川久俊
7月21日 英語講座 岡倉由三郎 講談 テ賀の水月(第二席)
通俗科学講座 医学博士
杉田直樹
家庭講座 理化学研究所
磯野忠雄
7月22日 英語講座 岡倉由三郎 講談 チ賀の水月
通俗科学講座 高野博士
文芸講座 里見弾
7月23日 英語講座 岡倉由三郎 講談 伊賀の水月
通俗科学講座 稲垣博士
家庭講座 九本彰造
7月24日 英語講座 岡倉由三郎 講談 伊賀の水月
通俗科学講座 田中博士
趣味講座 高橋理学士
7月25日 英語講座 岡倉由三郎 講談 伊賀の水月
通俗科学講座 工学博士
大島義清
7月26日 修養講座 宮崎小人郎 講談 伊賀の水月
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7月26日
7月27日 英語講座 篠田錦策 音曲噺 柳家枝太郎
通俗科学講座 林学博士
上原敬二
文芸講座 「芸苑小話」 泉鏡花
7月28日抒情曲『悲しき遍路』
解説(長田幹彦)
英語講座 篠田錦策 人情はなし 談洲楼燕枝
通俗科学講座 工学博士
厚木勝基
7月29日 英語講座 篠田錦策 落語 愛宕山
通俗科学講座 冷凍魚の話 農林技師
宮田爾二郎
人情はなし 談洲楼燕枝
趣味講座 料理 も芸術である 北東路魯郷
7月30日 講演 千葉胤明 人情噺 談洲楼燕枝
7月31日 英語講座
通俗科学講座
文芸講座 「秋の詩人芭蕉」 吉田弦二郎
8月1日 英語講座 篠田錦策 連続講談 吃の又平(第一席)
通俗科学講座 湖沼 と人生 子爵田中阿歌麿
8月2日 修養講座 禅機と修養 新井石禅 講談 吃の又平 (第二席 )
落語 やぶ入り
講談 武士と俳優
8月3日 英語講座 青木常雄 講談 吃の又平(第三席)
通俗科学講座 井水の消毒 井口乗海
趣味講座 早真の話 福原信三
8月4日 英語講座 連続講談 吃の又平
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8月4日 通俗科学講座
家庭講座 少年の職業に就て 豊原東京府少年
職業相談所長
8月5日 英語講座 青木常雄 連続講談 吃の又平(第五席)
通俗科学講座 香と香料 工学博士
田中芳雄
文芸講座 高山樗牛氏を想ふ 近松秋江
8月6日 英語講座 第二週の四 青木常雄 連続講談 吃の又平(第六席)
通俗科学講座 住居 と木材 林学博士
自澤保典
家庭講座 廃物利用のお話 若林常順
8月7日 放送舞台劇「尼ヶ崎」 英語講座 第三週の五 青木常雄 連続講談 吃の又平(第七席)
通俗科学講座 蚊の駆除法 伝染病研究所技師
山田信一郎
趣味講座 日東京の芝居 岡本綺堂
8月8日 英語講座 第三週の六 青木常雄 人情話 子別れ(下)」
通俗科学講座 衣服の手当 と虫干 磯部辰雄
家庭講座 おいしいお魚の話 ]中茂穂
8月9日 放送舞台劇 竹柴秀一
「双蝶々曲輸日記引窓の
場J(実川延若、 実川延
郎ほか)
参養講座 建国の精神 文学博士
山本信哉
8月10日 英語講座 第四週の一 清水繁 連続人情話 紀の国屋文左衛門
(第一席)
通俗科学講座 遺伝と結婚 理学博士
三宅験一
趣味講座 民謡雑話 田邊尚雄
8月11日 英語講座 第四週の二 清水繁 連続人情話 紀伊国屋文左衛門
(第二席)
通俗科学講座 人生と菌類 理学博士
川村清一
家庭講座 牛乳に就て家庭の主婦ヘ 東京府技師
上本竹太
8月12日 英語講座 第四週の三 清水繁 連続人情話 紀伊国屋文左衛「
(第二席)
長唄 喜三の庭」 岡安あい、岡安ふくほか
筑前琵琶 「常盤御前伏見の吹雪」 松本旭鵜
神田山陽 デイナ ・ーコンサート 行進曲「市民たるの誇J序楽
「フランス美人Jほか
′｀レースオーケストラ 童話「フランダースの大」(高橋
虎雄)
義太夫 「伊賀越道中双六沼津里の段」竹本米太夫、豊澤新次則
ほか
神田山陽 ジャヅバンド演奏 フオックストロット「モンナワ
ンナ」(フイッシャー 作曲)ワ
ルツ「ドリー マ ・ーオブ・ドリ
ムース」(フィオリト作曲)ほか
オリエンタル・ジャヅバンド童話「いのちの水J(横山銀吉)
常盤津 「主誰絲春雨J 岸澤古多賀、岸澤古菊ほか
神田山陽 長唄 「隈取安宅松」 唄:杵屋栄緑、三弦:杵屋
栄美次、笛:望月喜三代
本読「魚屋の茶碗」(竹芝清吉)/
鳴物「だんまり」「仮名手本忠臣
蔵J五段目山崎街道の場(杵屋栄
蔵社中)
柳亭芝楽 義太夫 「先代萩政岡忠義の段」 竹本都太夫、鶴澤猿作 童謡劇「こぶとり合唱」(赤坂日
曜合唱会々員)び は 台湾人 高峰筑風
清 元 延千嘉、延千人、延千五郎 清洲
生田流三曲 琴:米川親敏、三げん:加
藤柔子、え人:津田雨堂
「腕自のフレープさん」(奈良島
知堂)
「アンダンテ、カンター ビレ」、
「アルジュリア組曲」ほか
シンホニーオーケストラ
日本交響楽協会
び わ 「字治川」 高橋筑恵
義太夫 「碁太平記白石話揚屋の段」浄るり:竹本路之助、三味
線:豊澤長八
入船亭扇橋 大島地方狸謡 大島節二首、安珍節二首ほか 川島櫂吉 童話「靴屋の英雄」(中条辰夫)
越後地方但謡 越後調追分一首、馬子歌
(二首)
/1 林ヽ北チ‖ほか
職騨地方狸謡 若松、自川輸島ほか 中山柳翠ほか
会津地方狸謡 会津大津絵二首、 会津玄女
節四首ほか
桑原忠吉
下総地方狸謡 砂原はやし「三番くずし、木
遣」、大漁節
砂原はや し連
入船亭扇橋 ピアノトリオ ローマンツェ、ガボットほか バイオリン:高木五郎、セ
ロ:大村卯七、ビアノ:阿
部万次郎
おとぎ琵琶「一寸法師J(松田静水)
独 唱 歌劇「ミニョン」君よ知るや
南の国、アヴェ・マリアほか
内田琴子
清元 清元富貴葉、清元てる葉
ほか
新内 「三勝半七、美濃屋の段J 唄:鶴賀賀歳、三味線 :賀
壽輔
入船亭扇橋 歌澤 「ほんに思へば」ほか 唄:歌澤寅佐久、三味線 :
歌澤賞ひろ
お伽講演「村田出羽の守の少年
時代」(若林明)
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8月12日 通俗科学講座 選択と掃除薬品 工学博士
松浦和平
趣味講座 芸術教育の提唱 朝倉文夫
8月13日 ラデオドラマ「炭坑の中」
(築地小劇場俳優出演)
英語講座 第四週の四 清水繁 講談 勝田新左衛門
通俗科学講座 工業の振興と科学普及 工学博士
棚橋寅五郎
家庭講座 台所の臭気その他に就て
8月14日 放送舞台劇「金色夜叉」
(木下八百子、松見信夫
ほか)
英語講座 第四週の五 清水繁 連続講談 田宮坊太郎(第一席)
通俗科学講座 びっくりする話 原田三夫
文芸講座 演劇の機械的文化 久保田万太郎
8月15日 英語講座 第四週の六 清水繁 連続講談 田宮坊太郎(第二席)
通俗科学講座 ところてん 恩田経介 音曲IIn 柳家つばめ
家庭講座 胎教のお話 高村守太郎
8月16日 修養講座 酒についての考察 長尾半平 連続講談 田官坊太郎(第二席)
講演 内鮮同憂に就て 東京府知事
宇佐美勝夫
8月17日 英語講座 第五週の一 福原麟太郎 連続講談 田宮坊太郎(第四席)
通俗科学講座 地下鉄道の話(その一) 復興局技師
安部邦衛
落語 三方一両損
趣味講座
8月18日 英語講座 第五週の二 福原麟太郎 連続講談 ]官坊太郎(第五席)
通俗科学講座 地下鉄道の話(その二) 復興局技師
安部邦衛
家庭講座 洗濯の仕方 大妻 コタカ 少年講談 三本足の鳥
腱味講座 将棋高段者対局(上) 講評:名人関根金
次郎(対局者:八段
花田長太郎、七段
木村義雄)
8月19日 英語講座 第五週の三 福原麟太郎 田宮坊太郎(第六席)
通俗科学講座 くじらのお話 田子勝爾
趣味講座 将棋高段者対局(下)
8月20日 英語講座 第五週の四 福原麟太郎 田宮坊太郎(第七席)
通俗科学講座 印刷の話 工学博士
矢野道也
落語 替り目
家庭講座 疫痢の話 医学博士
神保孝太郎
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8月21日 英語講座 第五週の五 福原麟太郎 田宮坊太郎(第人席)
通俗科学講座 電気の家庭応用につき 太田原俊
文芸講座 俳句の話 冑浜虚子
8月22日 英語講座 第五週の六 福原麟太郎 田宮坊太郎(第九席)
通俗科学講座 生物の起源 と発達 石井重美
家庭講座 鼠の話 大貫守之介
8月23日 修養講座 7L孟の教 佐藤嗜斎 連続講談 田宮坊太郎(第十席)
8月24日 英語講座 第六週の一 神保格 連続講談 田官坊太郎
(第十一席)
通俗科学講座 印刷用紙のお話 山下潤蔵
文芸講座 文芸の社会的要素 中村星湖
8月25日 英語講座 第六週の二 神保格 連続講談 田宮坊太郎
(第十二席)
通俗科学講座 石炭瓦斯 とその副産物 工学博士
参水録郎
家庭講座 恨のお話 医学博士
内田孝蔵
8月26日 英語講座 第六週の三 神保格 田宮坊太郎
(第十三席)
通俗科学講座 電車の話 古屋五郎
趣味講座 伊太利の美術の話 矢代幸雄
8月27日 放送児童劇「おもちゃの
身の上話」(日本お伽学
校児童八名)
英語講座 第六週の四 神保格 田宮坊太郎
(第十四席)
通俗科学講座 青空の話 渡邊忠吾
家庭講座 流言ひ語に惑わされるな 理学博士
今村明恒
錦城斎典山 ツプラノ独唱 トステイのセレナータ、 モ
ーツァルトの子守唄ほか
立松房子(ピアノ伴奏:山
根貞江)
凝声「おとぎ動物列車」(田澤嘉声)
富本 「春夜障子梅J(夕霧) 富本豊前、富本都喜代ほか
長唄 時雨西行J 吉住小四郎、吉住小桃次
ほか
錦城斎典山 シンフォニ ・ーオーケ
ストラ
ハインド作曲「ミリタリ ・ー
シンフォニーJ第一章より
四章まで、 ラムー作曲組曲
「カストル・工・ポリュー」
日本交響楽協会 童話「少年画家」(平岡信教)
山田流三曲 「吾妻獅子」 争:千布豊勢、等:木南美
千勢ほか
錦城斎典山 ぼん歌 解説:大西信道、式衆:千葉
満定、堀井慶雅、津田徳成
童話「くしゃみ」(つづき)(久留
島武彦)
バレー ス・オー ケストラ 行進曲「奮闘生活」
歌劇「椿姫」抜粋曲ほか
音曲噺 「音曲いろいろ」 瀧川鯉かん
説教節 「日向島の景清」 若松若太夫
錦城斎典山 独 唱 聖楽「メシアス」の一節「我
は知る、我が救世主の生け
るを」、デア・ヮンダラー(さ
すらい人)ほか
曽我部静子(ピアノ伴奏 :
山田耕作ほか)
童話「大神宮へお手紙」(阿倍季雄)
/1歌ヽ 心でとめて、 月はさゆれと
ほか
うた:古川ふじ子、 三味
線:中村千代子ほか
義太夫 「奥州安達原袖萩祭文の段」 じようるり:竹本蒲周、
三味線:豊竹団光
錦城斎典山 バンジョー 、ビァノの
合奏楽
新フォックス ロット六幕、
シャイン、サムボデ ・ースト
ーほか
ベビ ・ーシンコベーター
クラブ員
童話「正チャンの冒険」(織田小星)
澪心流びは 「橘大隊長」 榎本芝水
民謡 「正調追分節」 見砂東楽、伴奏れい琴:田
邊尚雄ほか
浪花節 「橘英夫」 東家楽燕
錦城斎典山 管弦楽「歌劇の夕」 |カルメン」抜粋、「ファウ
スト」抜粋、「カバレリアル
スチカナ」
日本交響楽協会 童話「踏切番の少年」(樋口紅陽)
生田流絃曲 「出回の柳」 事:富崎美喜子、三絃:富
春与志子
長唄 「橋弁慶」 唄:富士田音富久、三味
線:杵屋勝枝、杵屋勝蒲
錦城斎典山 俳優余技の夕 長うた 都鳥 うた:市川左升、三味線 :
坂東秀調
小うた三曲 市川左升
長うた もみぢ葉 うた:坂東秀調、三味線 :
中村芝鶴
青元 「保名」 市川男女燕
義太夫 「忠臣蔵四段目」 大谷友右衛門、三味線 :
竹澤勇造
8月28日 英語講座 第六週 ノ五 神保格 田官坊太郎
(第十五席)
通俗科学講座 電波は何故に地球を廻
るか
竹内時男
文芸講座 「文学界」当時のこと 戸川秋骨
8月29日 英語講座 第六週の六 神保格 人情ばなし 兄弟
通俗科学講座 科学 と発明 工学博士
高松豊吉
家庭講座 民衆整容の話 山本久枝
8月30日 ラドドラマ「暮れがた」
久保田万太郎(大東鬼
城、米津左喜子ほか)
修養講座 大乗仏教の真髄 真言宗豊山派管長
加藤精神
音曲話 三遊亭萬橘
特別講座 エスペラントについて 藤澤親雄
8月31日 講演 皇族 と国民の関係に就て 伯爵 二荒芳徳 落語 高砂や
ラジオ放送番組一覧表
*ここに掲げたデータも含め、1925年のラジオ放送の一覧はリテラシー史研究会ホームベージ(htt,〃www iwasedajp/a―w da
1iteracy/)に掲載することとしたのでご参照願いたい。
錦城斎典山 舞踊曲ピアノ演奏 アメリカン・スケッチ、舞踊
曲「ソーチル物語」
デニション舞踊団
独唱数種 関鑑子(伴奏:山田耕作)
清元 「三社祭」 清元延小千、清元延栄司
ほか
義太夫 「太間記十段目J 竹本山香、豊澤土佐子
金原亭馬生 管げん楽六種 バレース・オーケストラ 童話「白鵠の島」(早川浪雄)
都山流尺八 「木枯」 中尾都山
新内 「明鳥」 浄るり:加賀壽々、三味
線:鳴門太夫
浪花節 「宇都宮釣天丼」 浪花亭綾太郎
「音曲いろいろJ 長うた 小鍛冶」 昨屋栄登久、杵屋栄久ほか 童謡童話 童謡独唱「おもちゃ
の舟」「追風」(作曲伴奏:長妻完
至)、「夢の桃太郎」(ピアノ独奏 :
長妻完至、おはなし:岩野高秋)
高峰びは 高山彦九郎」 高峰筑風
柳家小 さん シンフォニー ・コンサート シンフォニー第八番(ベー
トー ヴェン作曲)、 ビアソコ
ンセルト(管弦楽譜)ほか
日本交響楽協会 童話「蓮の玉J(巌谷小波)
山田流争曲 今上陛下御即位記念新曲
「御代の光」
毛上八郎作歌、萩岡松韻
昨曲
長唄 御大典研精会新曲「大正の栄」中内蝶二作歌、吉住小三
郎、杵屋和三郎作曲
大正元年よりのはや
りうたの変遷
常盤津三喜之助、春風亭
久松ほか
(こいたばし。みほ/早稲田大学大学院)
